「平和」で立つのは　ひとりにしよう
選挙では「共同候補」が勝つコツです
２００６平和への結集の訴え

――市民の手による「平和共同候補・平和共同リスト」の実現を――
昨年の総選挙で、与党は憲法改定の発議に必要な３分の２を越す議席（衆議院）を獲得しました。自民党が発表した「新憲法草案」は、平和主義を基本的に放棄し、基本的人権や主権在民にも国家主義的な制限や修正を加えるなど、まるで戦前へ逆戻りするかのようです。平和憲法は、極めて深刻な危機をむかえています。私たちは、憲法の平和主義を守り活かす“活憲”のために、いま国や地方の政治で、「平和への結集」が必要と思います。
環境や子どもを守り、社会的公正を実現するためにも、９条が必要です
自民党も民主党の中の多数派も、アメリカと一体となって戦争ができるように、憲法を変えようとしています。けれど私たち市民が求めているのはそういうことでしょうか？

私たちの願いは、食の安全や、環境問題の改善、こどものための教育改革、年金改革や格差是正といった社会的公正の実現など、安心して心豊かに暮らせる、そういう平和ではありませんか？　そのためには、戦争をしない平和が必要であり、憲法９条が必要なのです。でも今、それを実現してくれる政治勢力はとても弱くなっています。これを、私たち市民の手で盛り返せないでしょうか？

平和のために、立場を超えて結集しましょう
２００４年、参院選の沖縄では、民主党、社民党、共産党、社会大衆党が協力し、平和統一候補を当選させました。このようなやり方を、日本各地で実現できないでしょうか？
平和を求める政党や市民が、それぞれの政策的独自性を保ったまま「平和・環境、社会的公正、選挙制度の抜本的改革」を基本的な理念として共有し、選挙協力すれば、今度の選挙で、憲法改定阻止に必要な３分の１の議席を確保することもできるはずです。

衆院選の小選挙区、参院選の地方区で「平和共同候補」を。比例区では、政党と市民の協力による「平和共同リスト」の形成を求めましょう。実際に、イタリアの中道左派連合「オリーブの木」は、同様の方法で選挙戦を戦い、政権を取ることに成功しています。

「平和への有権者」の力で政治を変えましょう
政党間の問題を解決するためには、市民の力が不可欠です。平和を求めるすべての人が結集し、政治に対する声をあげましょう。今は選挙権を持っていない人も、平和を要求する権利を持つという意味で、「平和への有権者」といえるでしょう。

今こそ、私たち市民の手で、「平和共同候補」や「平和共同リスト」を成功させ、私たちが本当に求める平和を、実現していきましょう。
「平和への結集」をめざす市民の風　事務局

〒112-0012 東京都文京区大塚5-6-15 ワイビル401

保田・河内法律事務所内　　　

TEL：０８０－６６２５－２５１６（携帯）

FAX：020-4666-8281

郵便口座番号： ００１７０－４－５９４０８０

（口座名義：「平和への結集」をめざす市民の風）

Ｅ－mail：join@kaze.fm

URL：http://kaze.fm（携帯からも賛同署名できます）

「平和への結集」をめざす市民の風　個人賛同・入会申し込み

インターネットをご利用の方は、なるべくサイトからお申し込みください。または下記の事項をメールかFAXでお願いします。
（ご連絡を受け取りたい方は連絡先をご銘記ください。個人情報は会の趣旨の範囲内でのみ使用します。）
	公開してよいお名前（かな）・肩書き：

公開されたくない場合のお名前：

住所：〒
	□会員になる

（年会費3,000円）

□賛同する


	e-mailまたは fax／tel：
	


12月19日現在の賛同人：900名以上（以下は紙面の都合上、一部の方のリストです）

愛敬浩二（名古屋大学大学院法学研究科教授、憲法学専攻）、五十嵐仁（法政大学教授）、池住義憲（自衛隊イラク派兵差止訴訟の会代表）、池邊幸惠（庶民の ネットワーク）、稲垣久和（東京基督教大学教授）、色平哲郎（佐久総合病院内科医）、浮田久子（平和の白いリボン行動・藤沢）、内山田康（社会人類学者、 筑波大学勤務）、岡村孝子（戦争非協力・無防備地域条例をめざす藤沢の会）、岡本厚（「世界」編集長）、岡本三夫（広島修道大学名誉教授）、嘉指信雄 （NO DU（劣化ウラン兵器禁止）ヒロシマ・プロジェクト代表）、加藤哲郎（一橋大学教員）、神谷扶左子（ピースキャンドル＠鎌倉）、河内謙策（弁護士）、きく ちゆみ（グローバル・ピース・キャンペ－ン）、北村実（早稲田大学名誉教授）、君島東彦（立命館大学教授、非暴力平和隊国際理事）、金城睦（弁護士、沖縄 平和市民連絡会共同代表）、小林正弥（千葉大学、地球平和公共ネットワーク）、斎藤貴男（ジャーナリスト）、佐々木寛（新潟国際情報大学助教授）、瑞慶山 茂（弁護士、軍縮市民の会・軍縮研究室事務局長）、竹村英明（平和政策塾）、中山武敏（弁護士）、長谷川きよし（歌手）、平山基生（沖縄など日本から米軍 基地をなくす草の根運動）、星川淳（作家・翻訳家、グリーンピース・ジャパン事務局長）、武者小路公秀（大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター所 長）、毛利子来（小児科医）、山下けいき（大阪府茨木市議）、相澤恭行（NPO法人PEACE ON代表）、青英権（作曲家）、青柳行信（カトリック福岡正義と平和協議会）、浅野禎信（東京ピースフィルム倶楽部）、朝日健太郎（市民）、天木直人（元 外交官）、荒川純太郎（共生庵共同主宰者）、有馬克子（（心と体と地球のための自然食レストラン）銀河のほとり）、飯田哲也（環境エネルギー政策研究 所）、井奥まさき（高砂市議）、石田吉夫（弁護士）、市川守弘（弁護士）、伊藤成彦（中央大学名誉教授）、今泉光司（映画監督）、上原公子（国立市長）、 上村雄彦（日本自立プロジェクト、千葉大学COE研究員）、内田雅敏（弁護士）、内山隆（Chance!pono2 ）、江尻美穂子（日本ＹＷＣＡ理事長）、太田隆徳（弁護士）、大築準（月刊「人間家族」編集発行人）、大野拓夫（緑の市民コーディネーター）、大橋巨泉（著述業）、岡田政和（弁護士）、小川真吾（（特活）テラ・ルネッサンスウガンダ駐在代表）、奥平康弘（東京大学名誉教授、憲法学）、尾花清（大東文化大学文学部教授、日韓教育フォー ラム編集長、日韓平和教育研究会事務局長）、おんちはじめ（漫画家）、笠松健一（弁護士）、樫聡（市民）、桂敬一（立正大学講師）、桂睦子（茨木市議）、 加藤節（成蹊大学教授）、鎌田東二（宗教哲学者、神道ソング・ライター）、鎌田信子（長崎平和研究所）、川口創（弁護士、イラク派兵差止訴訟弁護団事務局 長）、川崎けい子（映像ジャーナリスト）、川崎直美（InterNatural Garden PLANT'S スーパバイザー）、川田悦子（元薬害エイズ原告団副代表）、川田龍平（松本大学非常勤講師）、川本隆史（東京大学大学院教育学研究科・教員）、北川隆吉 （名古屋大学名誉教授、東京自治問題研究所）、北野弘久（日本大学名誉教授）、木村朗（鹿児島大学教員、平和学）、木村公一（牧師 福岡国際キリスト教会（FIC)）、久保田弘信、熊谷伸一郎（編集者、ライター）、倉澤七生（(有)オイコス）、小出昭一郎（「派兵は決定的違憲」市民訴 訟の会・山梨表、元山梨大学学長）、こうちあきお（自然農）、後藤道夫（都留文科大学教員）、小西誠（社会批評社代表、軍事批評家）、紺野茂樹（日本学術 振興会特別研究員）、金野奉晴（会社役員）、阪本公一、笹田参三（自由法曹団岐阜支部長）、佐高信（評論家）、佐藤昭夫（早稲田大学名誉教授、法学博 士）、佐藤修（コミュニティケア活動支援センター事務局長）、佐藤和夫（千葉大学教育学部教授）、佐藤真紀（ＪＩＭ－ＮＥＴ事務局長）、佐藤研（立教大学 教員）、さとうももよ（船橋市議）、椎名誠（作家）、重松壮一郎（ピアニスト）、柴山健太郎（労働運動研究所）、嶋﨑英治（三鷹市議会議員）、島田広（弁 護士）、志水紀代子（追手門学院大学教員）、秀海（僧侶、アロマテラピスト）、新海寛（信州大学名誉教授）、杉浦英世、鈴木敦士（弁護士）、高木吉朗（弁護士、アジア・ピース・プロジェクト代表）、高橋道郎（東ティ モール日本文化センター代表）、高村耕一郎（デザイナー、アーティスト）、高柳美知子（“人間と性”教育研究所）、田口富久治（名古屋大学名誉教授）、田 口房雄、田島隆（美術館館長）、辰巳玲子（ランド・アンド・ライフ事務局）、田場暁生（弁護士）、千葉眞（地球平和公共ネットワーク、国際基督教大学教 員、政治思想）、千早（全人類の平和と幸福を求める地球市民、TUP速報翻訳メンバー）、堤江実（詩人）、堤未果（作家）、鶴田満彦（中央大学名誉教 授）、デジャーデンゆかり（ホリスティックハウス「ささやく樹」代表、パーマカルチャーリスト）、土井香苗（弁護士）、督永忠子（アフガン難民を支える 会ーSORA統括責任者）、豊島耕一（佐賀大学教授）、戸田清（長崎大学助教授）、富崎正人（弁護士）、冨田哲秀（BL研究所所長）、豊田義信（介護職 員）、豊永恵三郎（韓国の原水爆被害者を救援する市民の会広島支部長）、仲佐秀雄（「止戦通信」発行、通信放送史料室）、中野たかし（彫刻家）、中村和雄 （弁護士）、中村俊一、中村政則（現代史研究者）、永山利和（日本大学教授）、なだいなだ（老人党提案者）、ななおさかき（詩人）、西岡由香（ながさき女性国際平和会議代表）、西尾漠（原子力資料情報室）、西田清志（ピースリレー）、新田穂高（フリーライター）、萩尾健太（弁 護士）、林真由美（弁護士）、樋口健二（フォトジャーナリスト）、久松重光、平野慶次（日本ホリスティック教育協会常任運営委員）、平本憲孝（精神科医、 平本医院院長）、平山知子（弁護士）、廣瀬方人（長崎の証言の会）、廣瀬理夫（弁護士）、福澤定岳（一市民）、福島理可 （UNITY）、藤田秀雄（立正大学名誉教授、平和の文化をきずく会）、藤田英典（国際基督教大学教授）、布施哲 也、舟越耿一（長崎大学教授）、外間喜明（基地のない平和な沖縄をめざす会理事、詩人、山岳写真家）、星野ゆか（表現者）、細井明美（イラク・ホープ・ ネットワーク）、堀内良樹（(社)東京青年会議所特別会員、ICC理事長）、堀越由美子、本多誠朗（まる花農園園長）、前田哲男（軍事ジャーナリスト）、 松井英介（岐阜環境医学研究所・座禅洞）、松元保昭（パレスチナ連帯・札幌）、南研子、南定四郎（日本同性愛学会会長）、宮尾耕二（弁護士）、宗藤尚三 （日本基督教団牧師、広島宗教者九条の和代表、被爆者）、森川明（弁護士）、森口貢（長崎の証言の会事務局長）、森田茂（弁護士）、矢澤修次郎（一橋大学 教員）、柳瀬宏秀（環境意識コミュニケーション研究所代表）、山口長志（みどりの会会長、みどりのテーブル会員）、山口孝（明治大学名誉教授）、山口直 哉、山口幸夫（原子力資料情報室）、山崎久隆（たんぽぽ舎、劣化ウラン研究会、TUP）、山田秀樹（弁護士）、山本俊正（日本キリスト教協議会（ＮＣＣ） 総幹事）、山脇直司（東京大学教員）、湯浅一郎（ピースリンク広島・呉・岩国世話人）、遊牧民（平和の井戸端会議主宰・作家）、吉田収（東洋大学教授）、吉村誠司（ヒューマンシールド神戸代表）、若井和子（教会音楽家、コミニケーションサロン「サロ ン・ツェツィリア」主宰）、渡辺一枝（作家）、相澤一行（会社役員）、青木護（弁護士）、青崎百合雄（へいわとふくしを見つめる会）、青山治城（神田外語大学教員）、阿久津孝志（ＡＴＴＡＣ　Ｊａｐａｎ　会員）、浅田眞理子、浅野誠（フリー教育研究者）、安倍徹郎（放送作家、早稲田１９５０年会）、阿部愛奈美（ヴァーブ代表理事）、鮎川ゆりか（WWFジャパン、気候変動担当シニア・オフィサー）、荒井潤・リン、生田あい（協同の未来事務局長）、池側恵美子（ＪＪ（日本自立）プロジェクトメンバー）、池田恵美子、池宮城紀夫（弁護士、新嘉手納爆音差止訴訟弁護団長）、石岡イツ（いせ九条の会事務局員、自衛隊イラク差止訴訟原告）、石垣敏夫（高校教員）、石坂俊雄（弁護士）、石橋行受（日本山妙法寺）、泉澤章（弁護士）、市川達人（獨協大学講師）、市川利美、いちじゅ（ひきこもり九条の会）、一ノ瀬佳也、伊東幸子（研究者）、伊藤純子（葉山町議員）、伊藤洋典（熊本大学）、伊藤幹郎（弁護士、労働市民法律事務所）、今本秀爾（平和省設立キャンペーン）、岩佐しのぶ、伊和佐晴香（作家）、岩田信介（東京大学経友会会員）、岩田泰大（無職(元高校教師)）、岩間一雄（岡山大学名誉教授）、上野恵子、碓井敏正（京都橘大学教授、１３条の会共同代表、京都・文化フォーラム代表世話人）、内海愛子（恵泉女学園大学教授）、内畠いおり、内村博信（千葉大学教員）、生方卓（明治大学教員）、榎本信行（弁護士）、遠藤富美夫（一級建築設計事務所イープラス代表）、及川信夫（弁護士）、大窪一志（著述業）、大久保雅充（基地のない平和な沖縄をめざす会事務局次長）、大坂健（國學院大学教授）、大島正裕（板橋区民）、太田啓子（弁護士）、太田光征、大塚要治（学習塾講師）、大富亮（チェチェンニュース発行人）、大野まさき（武蔵野市議）、大畑豊（非暴力平和隊・日本（ＮＰＪ））、大山美智子（弁護士）、荻野晶子、奥地圭子（NPO法人東京シューレ理事長）、奥村知亜子（ラミン調査会、ウータン・森と生活を考える会、ホリステイック教育協会、大阪ＹＷＣＡ、あいあいの会、レインボーサークル）、奥本京子（大阪女学院大学、トランセンド研究会）、小倉英敬（八王子憲法９条の会会員、八王子平和市民連絡会呼びかけ人、国際基督教大学講師、ペルー大使公邸占拠事件元人質）









